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【評価点数】

５　：　十分できている　　４　：　できている　　３　：　ほぼできている　　２　：　あまりできていない　　１　：　できていない
【総合評価ランク】

Ａ　：　86点以上 優れた取組が多く、十分に成果が上がっている
Ｂ　：　71～85点 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている
Ｃ　：　56～70点 一定の成果は上がっているが課題もあり、更なる取組によって上位を目指すことが必要である
Ｄ　：　41～55点 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多く、更なる改善が必要である
Ｅ　：　40点以下 成果がほとんど上がっておらず、抜本的な見直しが必要である

◎外部評価委員の評価・意見等

① □ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1

② □ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1

③ □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

④ □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

3 ⑤ □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

合計
18 72

ﾗﾝｸ Ｂ
/25 /100

100点
換算

・展示会に行ったが、素晴らしかった。ダイナミックで感動した。
・滝川市の教育財産。この規模でこれだけの施設はなかなかない。
・福寿大学の事業に組み入れるとか、幼稚園でＰＲするなどしてはどう
か。2

目　 標
達成度 8

経済性 4

1
適応性
有効性 6

縮小・統廃合 質的向上 ｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ 検証 現状維持

評価項目 点数 判　　　定 点検・評価に関するコメント

/25

100点
換算

72 Ｂ
/100 拡充

□ 1

入館者数は減少しているが、年間パスポート発行の効果などで、入館料を増加することができた。また、補助金を有
効に活用することで、効率的な博物館の運営を行うことができた。

総
合
評
価

合計 18 ﾗﾝｸ
（Ａ～E) 上記評価を

踏まえた事
業の課題

事業の継続とともに、市民に博物館活動に対する理解を深めてもらい、市民とともに
活動を展開していくことが望まれる。そのためには、博物館くらぶとの連携を図り、より
市民のニーズを的確に把握しながら、様々な年齢層にも対応した事業への取組も進
め、将来的には館の運営を支える人材を育成する必要がある。

↓

■ 4 □ 3 □ 2

3 経済性

4 ⑤コストは縮減しているか。 □ 5

2
目 　標
達成度

8
③目標の水準は適切か。

④計画通りに目標を達成できたか。

年間パスポートは749枚発行し、当初の目標（595枚）を上回ることができた。リピーター数は1,094人で、一人平均約
1.5回にとどまったことから、今後さらに博物館活動への関心を高める取り組みが必要である。普及事業などの博物
館活動は、機会を充実させることで利用者を増やすことができた（1回あたり平均42人　H18は34人）。反面企画展の
入場者数が過去４年平均を下回る結果となった（H21平均1,401人　過去４年平均　2,123人）。そのことが入館者数
の減少にもつながっていることから、市民ニーズを把握しながら、より魅力的な展覧会の開催が求められる。

評価項目 点数 判　定　及　び　説　明　・　考　察

1
適応性
有効性

6
①市民ニーズや社会経済情勢の現状に適しているか。

②事業の目的に照らして効果的な手法か。

地域博物館として、身近な場所で芸術に触れ、故郷の自然や歴史を学ぶ機会の充実に努めた。しかし平成２１年度
は過去４年間の入館者数の平均を下回っており、取組の中で市民ニーズに対応できていない部分がある。何度も博
物館に足を運んでもらうために、様々な分野の活動を展開することで、博物館活動への参加者が増加している。鑑
賞や活動の機会を幅広く充実することで、博物館活動に対する理解を深めてもらうことができた。

1,094

普及活動参加者 人 796 750 1,990 1,819

43

事業の成果
(ｱｳﾄｶﾑ)

3,527 3,540 3,409 3,685

・コレクション展　２回：2,263人
・わくわくサイエンス　６回：303人
・ちいさな博物館（出前講座）　２回：217人
・移動郷土館　１回：500人
・年間パスポート749枚　566,400円
（当初予算　595枚　459,000円）
・企画展示室稼働状況　198日/開館304日　65.1％

パスポート発行数 枚 487 749

23

H21 H22 左記以外の21年度の実績・成果

事業の実績
(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ)

入館者数（２館） 人 36,587 26,437 34,108 29,917実
績
と
成
果

区　　　　　　分 単位 H18 H19 H20

25 39

554

普及活動実施回数

44,603 42,010 42,510 41,342

総コスト(A)+(B) 79,752 84,627 86,964 71,260 72,187

30,601 特定財源　いきいきふるさと推進事業補助金393千
円、入館料3,564千円、貸館料933千円、普及事業
参加料等190千円うち一般財源 29,602 34,989 37,601 23,670

人件費(B) 49,700

事
業
コ
ス
ト

18 19 20 21
事業費(A) 30,052 40,024 44,954

実施方法 直接 委託 補助 負担金 その他〔　　　　　　　　　　　　　　〕

主
要
事
業
の
概
要

開始年度 根拠法令等 博物館法、文化芸術振興基本法、科学技術基本法ほか 特定財源

目　　　的

芸術文化と創造活動、そして地球と生命を学ぶ拠点である「美術自然史館」、こどもの科学する心を育む拠点
である「こども科学館」を活性化することで、新たな経済的・社会的価値を創出し、「創造文化のまち」の実現と
教育・文化力の向上を図る。特に何度も博物館に足を運び、博物館活動に理解を深めてもらうための工夫や
取り組みに重点を置いた。

事業内容

・芸術鑑賞事業：　特別展（２回）・コレクション展（２回）・ロビーコンサート（新規　７回）
・芸術体験事業：　講座，ワークショップ等（19回）
・成果発表の場の提供：　貸館１２件
・科学する心を育む活動：　科学実験（３回）・科学工作（４回）・科学教室（３回）・出前講座（２回）
・博物館くらぶ（新設）：　　会員51人・会員限定事業（４回）・市民運営委員会（４回）
・年間パスポート発行（２年目）

事業番号 3-1-3

事業名 博物館活動の充実①（美術自然史館・こども科学館） 評価実施者
所　　属 美術自然史館
職・氏名 副館長　半井　仁

入館料（２館）

パスポートリピート数

回

千円

人

21 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検・評価シート

22 特　記　事　項

28,750


